


故 射線 内 部 被ばく 
健康 影響 調査 に つい て 







平成 24 年 3 月 29 日 


岩手 県 保健 福祉 部 医療 推進 課 





調査 期間 
平成 23 年 12 月 1 日 て 平成 24 年 3 月 2 日 


調査 万 法 


(1) 市 町 村 に お いて 調査 対象 者 132 人 (3~15 歳 ) を 選定 し 、 原 則 と し て 92 日 以 
0 トル 以上 の 尿 を 溜め て いた だ き 、 容 器 ご と 保健 所 か ら 検 査 


(2) 検査 機関 (岩手 県 環境 保健 研究 セン ター) の ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 
(ORTEC 社 製 GKM30-70-XLB-C) を 利用 し 、1 検 体 当 た り 30 分 又は 60 分 か 
け て 尿 中 の 放射 性 物質 量 を 検出 


(3③) 採尿 記録 と 検出 結果 を 元 に 1 日 に 排出 され だ 尿 中 放射 性 物質 量 を 計算 し 、 
独立 行政 法人 放射 線 医学 総合 研究 所 が 開発 し た 専用 の アプ リケーション ソフ 
ト (MONDAL3) に より 預託 実効 線量 (生涯 索 積 の 内 部 被ばく 線量 ) を 推 
計 ・ 評 価 
※ 預託 実効 線量 (mSvy) と は 、 体 内 か ら の 内 部 被ばく 線量 に つい て 、 成 人 で 50 年 間 、 

子ども で 70 歳 まで の 生涯 の 案 積 線量 を 表し た も の 。 





【 医 療 推進 課 】 


関係 機関 の 調整 
(市 町 村 、 保 健 所 、 
環境 保健 研究 セ 


⑰⑫ 結 果 概要 軒 ター 等 ) 


通知 


【 保 健 所 】 【 環 境 保健 研究 
セン ター】 
1. 検査 受付 (市 町 村 連 携 ) 6 
2. 検体 送付 (っ 環 保 研 ) | 
3. 検査 結果 評価 ル マ ニ ウム 半 導 


4. 相談 対応 : 体 検出 器 、 尿 量 
29) 





(5) 問診 票 (採尿 状況 以外 ) と 蓄 尿 ポ 
リ 容 器 に 必要 事項 を 記入 


(6) 自宅 で の 採尿 
① 原則 と し て 2 日 間 連 続 し 、 全 て の 
尿 を 紙 コ ッ プ で 採取 


② その 都度 、 配 布 さ れ た 著 尿 ポリ 
容器 に 移し 替え 

③ 問診 票 に 採尿 時 刻 と 量 を 記入 

④ 2 日 間 又 は それ 以上 延長 し 、 蓄 
尿 ポリ 容器 に 示さ れ た 線 以 上 の 
尿 量 (2.2 リ ッ ト ル ) を 蓄 尿 

⑤ ふた を し っ か り と 閉じ る 


(7) 指定 され た 提出 日 時 まで に 、 問 
診 票 と 蓄 尿 ボリ 容器 を 一 緒 に 提出 
(保健所) 








2 日 目 
(日 ) 


3 日 目 
(月 ) 


一 





起床 時 は 採尿 し な い 一 | 次 尿 開始 時 刻 と し て 問診 票 1 番 に 時 刻 の み 記 入 
初回 採尿 (記録 ) ( ① 蓋 尿 開始 時 刻 に は 、 勝 眺 に 溜まっ て いた 尿 を 完 


採尿 (7 ) 全 に 排尿 する 。 (開始 時 刻 は 個々 に 決め て いい が 、 

の 通常 は 朝 起 床 時 に 開始 する 例 が 多い 。 ) 

採尿 ( ヶ ) ② それ 以降 の 尿 は 全て 蓋 尿 ポリ 容器 に 溜め る 。 

就寝 (7 ) ③ 丸々 2 日 間 の 尿 を 採取 する た め 、 最 後 は 初日 の 
上 著 尿 開始 時 刻 と 同時 刻 に 採尿 する (原則 )。 

起床 時 採尿 (/) | ④ 48 時 間 で 2.2 リ ッ ト ル 溜まら な い 場 合 は 、2.2 リ ッ ト 

採尿 (/ ) ル に な る まで 採取 する 。 (終了 時 刻 を 正確 に 記入 ) 

採尿 (/ ) 

採尿 (/ ) 

就寝 ( 々 ) 

起床 時 採尿 ( ヶ ) 





最後 の 採尿 は 、 初 日 の 蓄 
尿 開始 時 刻 と 同じ ( 例 6:00) 


保健 所 に 提出 


年 齢 別人 数 


一関 市 (人 の 町 人 や) | 21 | 2 | 14 | 60 
奥州 市 。 | 12 | 5 | 9 | 36 
宮古 市 、 金 ヶ 崎 町 、 平 泉町 | 12 | 15 | 9 | 36 
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※ 検出 限界 は 、 い ずれ の 検体 
も それ ぞ れ 核種 ご と に 1.0Bq/ 
未満 で ある こと 。 
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1 日 当たり の 尿 中 放射 性 物質 量 (放射 性 セン ウム ) 


放射 性 セン ウム 134+137 


尿 1 日 当たり 放射性 セシウム 量 (BB 
a 





基本 的 な 算出 万 法 





1 日 尿 量 三 1 時 間 尿 量 (A 三 全体 尿 量 一 敬 尿 に 要 し た だ 時間 ) X24 時 間 


※ この 算出 方 法 は 、 蓄 尿 開 始 時 刻 (初回 蓄 尿 の 直前 の 排尿 時 刻 ) か ら 最 終 排 尿 まで 


完全 に 蓄 尿 し 、 正 確 に 問診 昧 に 記録 され て いる 場合 に 使用 する (今回 調査 は 約 半 数 
が 該当 ) 。 


革 尿 状況 ・ 記 録 が 不 完全 な 場合 の 算出 記法 


1 日 尿 量 三 1 時 間 尿 量 (B 三 有効 尿 量 テ 有効 蓄 尿 時 間 ) X24 時 間 
有効 尿 量 : 排 尿 間隔 が 明らか な 期間 の 尿 量 の 索 積 値 
有効 蓄 尿 時 間 : 有効 尿 量 に 対応 する 排尿 間隔 の 宗 積 値 





※1 この 算出 万 法 は 、 次 の 場合 に 使用 する 。 
ア 蓄 尿 開始 時 刻 (初回 蓄 尿 の 直前 の 排尿 時 刻 ) が 不明 な 場合 (記録 欠 沙 ) 
イ 排尿 時 刻 の 記録 が あっ て も 茜 尿 し な か っ た 回 が ある 場合 (1 回 敬 尿 量 0cc) 
2 昔 尿 時 刻 太 び 区 尿 圭 の 記録 が め つ て も 排尿 間隔 が 不 目 然 に 長く 、 記録 欠 沙 て 
認め られ る 場合 (睡眠 時 間 人 を 除き 10 時 間 超 の 排尿 間隔 ) 


※2 排尿 間隔 が 明 ら か な 期間 と は 、 薔 尿 時 刻 が 2 回 以上 連続 し て 正確 に 記載 され て 
いる と 認め られ る 期間 を 指す 。 





光 を 出す 能力 


和 を ーーー + 
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ンク 光 の 強 さ を 表わす 単位 


[カン デラ (cd) 〕 








明る さ を 表 わす 単位 

[ルク ス (lx) ] 
放射 性 物質 
放射 線 を 出す 能力 

了 ※ 放 射 能 を 持つ 物質 

_- (放射 能 ) (放射 性 物質 ) の こと 

ーー を 指し て 用 いら れる 場 

合 も あり ます 


放射 能 の 強 さ を 表わす 単位 


放射 線 に よっ て どれ だ け 影 響 が ある の か を 表わす 単位 
[ベク レル (Bq) ] 


[シー ベル ト (Sv) 〕 


出典 : 資源 エネ ルギー 庁 「 原 子 力 2010」 


預託 実効 線量 の 状況 (mSy) 


※ 預託 実効 線量 (mSv) と は 、 
体内 か ら の 内 部 被ばく 線量 に 
つい て 、 成 人 で 50 年 間 、 子 ども 


| 45 | で 70 歳 まで の 生涯 の 累積 線量 


を 表し た も の 。 


0 
0.01 て 0.02 未 満 0.02 て 0.03 未 満 0.03 以 上 


預託 実効 線量 (mSv)= 生 涯 累積 の 内 部 被ばく 線量 


計 
0.01 未 満 0.01~0.02 未 満 | 0.02 一 0.03 未 满 
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放射 性 カリ ウム 40 | 放射 性 カリ ウム は 、 原 発 事 


57 改 と は 無関係 に 自然 放射 性 
物質 と し て 食品 等 を 通じ て 摂 
50 取 し て いる も の で 、 平 均 的 な 
食 生 活 に お ける 1 日 の 摂取 
40 量 (成人 ) に つい て 79<92 べ 
クレ ル と いう 報告 や 、 尿 1 リッ 
30 トル 当たり の 排出 量 に つい て 
























日 本 人 ( 全 平均 ) で 約 40 
20 ベク レル と の 報告 が ある こと 。 

















20 未 満 20<40 未 満 40 て 60 未 満 60 ン 80 未満 80 て 100 未 満 100 以 上 


尿 1 リ ッ ト ル 当たり 放射 性 カリ ウム 量 (Bq/C) 


区 分 20 素 洪 20~ 40~ 60~ 80~ 1 
( 40 未 満 | 60 未 満 | 80 未 満 | 100 未 満 


| 80 | 57 | s5 | 5 | - | iso | 








1 放映 性 ヨウ 素 
調査 対象 者 132 人 全員 不 検出 (検出 限界 く 1.0Bq/ 未 満 ) 。 


2 預託 実効 線量 (内 部 被ばく 線量 ) の 推計 ・ 評 価 
(1) 放射 性 セシウム に よる 聞 託 実効 線量 (生涯 団 積 の 内 部 被ばく 線量 ) は 、 全 
員 が 1mSv 〈※) を は る か に 下回る 状況 で し た 。 
※ 年 間 1 mgSv 人 未、 国际 放射 德 防 议 委 员 会 〔 (1CRP) 2007 年 勧告 に よる 平常 時 の 基準 値 で あり 、 
原子 炉 等 規制 法 に 基づく 一 般 公衆 の 線量 限度 で も ある 。 
(2) これ ら 調 査 結果 に つい て 、 岩 手 県 用 射線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 有識者 会 
議 に お いて 検討 し た と ころ 、「 放 射 性 セシウム に よる 聞 託 実効 線量 は 、 最 大 
で も 0.03mSy 未 満 こ いう 結果 で あり 、 全 上 員 が 1 mSv を は る か に 下回っ て い 
i 放射 線 に よる 健康 影響 は きわ め て 小さ いと 考え られ る 。」 と 
し た 。 


3 今後 の 対策 に つい て (調査 の 継続 ・ 追 加 調査 等 ) 
1) 今回 の 調査 結果 に より 放射 性 セ シ セシウム の 内 部 被ばく に よる 健康 影響 は 極め 
て 小さ い レ ベル で ある こと が 明らか と な っ だ た こと か ら 、 調 査 の 継続 は 必要 
な いと 考え られ る 。 
(2) 放 第 性 ヨウ ワ 素 に よる 健康 影響 に 係る 甲状腺 超 音波 検査 や 、 放 和 馴 性 セシウム 
に よる 内 部 被 は くに 係る ホー ル ・ ボ ディ ・ カ ウン ター 検査 等 の 追加 検査 も 
必要 は な い 。 





1) 飲食 物 等 に よる 内 部 被ばく の 防止 に 関す る 助言 等 

今回 の 調 傘 結果 を 踏ま える と 、 こ れ ま で こ 同 様 の 食 生活 を 継続 し て も 健康 に 
尺 約 が 及ぶ と は 考え に くい 状況 で す 。 流通 段階 で 検査 が 行わ れ て いる (一 般 的 
に 市 販 さ れ て いる ) 食品 に つい て は 特段 の 心配 は 必要 な いと 考え られ ます が 、 
空間 線量 の 高い 地域 の 野生 の きのこ や 山菜 を 食べ る 場合 は 、 意 の た め 汚 染 レ ベ 
ル を 把握 する 必要 が ある と 思わ れ ま す 。 

まだ た 、 地 面 か ら の 土 ば こり や 砂 の 舞い 上 が り を 大 量 に 吸入 し な いよ うに し て 
下さ い 。 


(2) 空間 線量 等 に よる 外部 彼 ば く の 防 止 に 関す る 助言 等 
現在 、 年 間 1 mSv 以下 と いう 目標 で 除 染 等 の 放射 線量 低減 作業 が 進め られ 
て いま す が 、 一 部 、 線 量 の 高い 場所 (いわ ゆる マイ クロ ホッ トス ポット) が 存 
人 在 し て いる 場合 は 、 そ こ に 長く 留まら な いな ど 、 で きる だ け 外 部 被ばく を 避け 
る こと が 望ま し いと 考え られ ます 。 


(3) 放射 性 物質 に よる 健康 リス ク や 生活 習慣 等 も 含 お が ん の リス ク に 関す る 助言 等 
今回 月 ら か と な っ た 放射 性 物質 の 内 部 被ばく に よる 発がん リス ク は 、 喚 煙 は 
も ちろ ん 、 高 塩分 食 、 野 菜 不足 等 に よる リス ク に 比べ 極め て 低い と 考え られ ま 
す 。 発 が ん リス ク の 低減 に は 、 低 い リ スク を 更に ゼロ に 近づけ る より も 、 食事 
を 訪 の 生活 習慣 の 改善 に 努め る こと が 効果 的 と 考え られ ます 。 


健康 影響 に 関連 する 数 種類 の 指標 等 


1 健康 に 影響 が 及ぶ 放射 線量 に つい て は 、 生 涯 に お ける 追加 被ばく (自然 放射 線 を 除 
< ) の 累積 線量 で 100mSvy と され て いる こと (UNSCEAR、ICRP) 。 


2 国内 の 法規 制 等 に 用 いら れる 追加 被ばく 線量 等 (政策 と し て の 目標 ) の 多く は 、 年 間 
1mSy こ され て いる こと 。 
ア ”放射性 物质 污染 


対処 特措法 第 7 業 に 基づく 基本 万 針 ( 有 H23.11.11) に 定め る 汚 楽 状 
況 重 京 調 倉 地域 の 指定 寺 の 要件 ご な - っ て いる 追加 被ばく 


イ 原子 炉 等 規制 法 に 基づく 告示 (実用 発電 用 原子 妨 の 設置 、 運 転 等 に 関す る 規則 の 
規定 に 基づく 線量 限度 等 を 定め る 告示 第 3 馬 第 1 項 第 1 号 ) 規定 する ー 般 公 衆 の 線量 
限度 

ウ 食品 衛生 法 に 規定 する 規格 基準 A - 般 食 品 100Bq/kg 


等 ) の 基礎 と な っ た 介入 線量 レベ ル (H23.12.22 厚 
射 性 物質 対策 部 会 ) 。 








争 生 審議 会 


3 福島 県 の 警戒 区 域 、 計 画 的 避難 区 域 等 の 住民 1 万 人 以上 に 対す る 内 部 被ばく 検査 結果 
(最大 3mSvy) は 、「 全員 が 健康 に 影響 が 及ぶ 数 値 で は あり ませ ん で し た 。」 と 公表 され 
て いる ここ と 。 


4 宮城 県 丸森 町 の 2 地区 の 住民 70 人 に 対す る 内 


ば はぐ 検査 の 結果 は 、 全 員 が 1mSy 未 満 
(検出 限界 未満 ) で あり 、「 健 康 に 与え る 影響 は な いと 考え られ る 」 と こと 公表 され て いる こ 
と 。 


放射 線 に よる 健康 影響 の 仕組 み ( 出 典 : 食 品 安全 委員 会 ) " 





① 放射 線 に より 細胞 内 の DNA の 一 部 に 傷 が で きる 


ミン ! 


② ほとん どの 細胞 は 
修復 され 、 元 に 戻る 











と し て 現れ る 


細胞 死 が 非常 に 多い 
場合 、「 確 定 的 影響 」 












④ 修復 され な い 場 





⑤) 修復 され な い 細 


合 、 ほとんど は 細 胞 の うち 、 ご くま れ 
胞 死 し て 健康 な 細 に 突然 変異 を 起こ 
胞 に 入れ 替わる 


これ が 普 通 の 細胞 に 起こ る 
と 「 が ん 」 と し て 、 
に 起こ る と 「 遺 伝 的 影響 」 と 

し て 現れ る ( 三 確率 的 影響 ) 











相対 リス ク 


時 


MR 


1.50<2.49 


1.30… 1.49 


39001.29 


1.01-1.09 


検出 不可 能 


が ん の リズ スク (出典 : 国 立 が ん 研究 セン ター ) 
が ん の リス ク - 放 射線 、 ダ イオ キシ ン と 生活 習慣 (JPHc Study) - 


全 部 位 * 固形 が ん : 広 島 ・ 長 崎 
ダイ オキ シン : 職業 晶 露 ・ 伊 工場 爆発 事故 


1000-2000mSv (1.8) 
【1000msv 当 た り 1.5 悦 と 推計 】 

喫煙 者 (1.6) 

大 量 飲酒 (450g 以 上 / 週 )※ (1.6) 


500-1000mSv(1.4) 
2.3,7.8-TCDD 血 中 濃度 数 千 倍 】【 職 業 昌 露 】(1.4) 
大 量 飲酒 (300-449g/ 週 )※ (1.4) 


200-500mSv (1.19) 
肥満 (BMI 生 30) (1.22) 
や せ (BMI ぐ 19) (1.29) 
運動 不足 (1.15-1.19) 
高 塩分 食品 (1.11-1.15) 


100-200mSv (1.08) 

野 葉 不足 (1.06) 
受動 喫煙 < 非 喫煙 女性 > (1.02-1.03) 
100mSy 未 満 


2,3,7,8-TCDD 血 中 濃度 数 百倍 【 農 薬 工 場 爆 発 事 故 周辺 住 
民 】 





特定 部 位 * チェ ル ノ ブ イリ 18 歳 以下 被ばく 10-15 年 後 


C 型 肝炎 感染 者 (肝臓 :36) 
ピロ リ 菌 感染 既往 者 ( 胃 : 10) 


650-1240mSv (甲状腺 : 4.0) 
【100omsv 当 た り 3.2 倍 と 推計 】 

喫煙 者 ( 肺 :4.2-4.5) 

大 量 飲酒 (300g 以 上 / 週 )※( 食 道 :4.6) 


150-290mSv( 甲状腺 :2.1) 

高 塩分 食品 毎日 ( 胃 :2.5-3.5) 
運動 不足 (結腸 < 男性 >:1.7) 

肥満 (BMI>30) (大 腸 :1.5) (閉経 後 乳がん :2.3) 


50-140mSv( 甲状腺 : 1.4) 
受動 喫煙 < 非 喫 煙 女 性 >( 肺 :1.3) 


※ 飲 酒 に つい て は 、 エ タ ノ ー ル 換算 量 を 示す 





放射 線 ・ 紫 外線 2.0% 









医薬 品 
環境 汚染 、 ア スベ スト 2 0o% 1.0% 食品 添加 物 


社会 経済 的 状況 3.0% 
飲酒 3.0% 
生殖 要因 3.0% 


周 産 期 ・ 成 長 5.0% 
が ん の 家族 歴 5.0% 
職業 環境 5.0% 


感染 5 0-10.0% 成人 期 の 食事 ・ 肥 満 


運動 不足 5.0% 


Cancer Causes Control 7: 55-58 (1996) 





(H24.2.20 公 表 ) 


線量 別 分 布 (福島 県 浪江 町 、 川 俣 村 、 飯 館 村 9,747 人 ) 
(放射 線 業務 従事 経験 者 を 除く ) 


満 満 満 満 満 満 満 満 満 : 
※ 福島 県 の 評価 :「 こ れ に より 放射 線 に よる 健康 被害 は 考え に くい 」 








内 部 被ばく 検査 : ホー ル ボ ディ カウ ンタ ー  H23.6.27~H24.2.29 
検査 結果 は 、 下 表 の と お り と な っ て お り 、 全 員 が 健康 に 影響 が 及ぶ 数 値 で は あり ませ ん で し た 。 

員 旗 実効 線量 

[に 5」 誤 2 632 
fu Eco に Ei 


賀川 市 


ーー 革 束 用 ーー 


一 Go 


※ 預託 実効 線量 (mSv) と は 、 体内 か ら 受 91 99 
年 間 、 子 ども で 70 歳 まで の 積 線量 を 表 し た も の 








第 2 回 宮城 県 健康 影響 に 関す る 有識者 会 議 (HH24.1.24) 資料 か ら 


$ 甲状腺 超 音波 検査 (HH23.12 月 ・ H24.1 月 ) 

① 対象 者 数 丸森 町 2 地区 の 小学 校 6 年 生 以 下 の 子 ども 83 名 

② 実施 記法 甲状腺 専門 医 に よる エコ ー 診 詳 

③ 検査 結果 1mm 程 度 の 極め て 小さ な 結節 (し こり ) の 有無 等 に より 次 表 の と お り 


FE 米 三 人 所 米 密 本 米 


i WE | sal wl 引 | ws 
| 時 | sl GM] ger29| Gee9| | ym 


※ 最 近 の カナ ダ か ら の 報告 で は 、 子 ども の 場合 18% に 結節 (し こり ) が 認め られ る 。 


人 ホー ル ・ ボ ディ ・ カ ウン ター で の 内 部 被ばく 検査 (H24.1 月 ) 

① 対象 者 数 丸森 町 2 地区 の 小学 校 6 年 生 以 下 の 子 ども 及び 一 部 保護 者 88 名 

② 検出 限界 セシウム 134 : 190Bq セシウム 137 : 260Bq 

③ 検査 結果 全員 検出 限界 未満 ・1 ミ リ シ ー ベ ルト 未満 (健康 に 与え る 影響 は な いと 考 
えら れる ) 


預託 実効 線量 | 未 受検 者 数 
0 | 義和 | ども | | | 


世 時 
1 








| 者 野 | aa ah ii ah 
| 70 100%) | 43 (61.4%) | 27 (38. 員 70G00%)| 18 





文 厚生 労働 省 薬事 ・ 食 品 衛生 審議 会 放射 性 物質 対策 部 会 資料 (H23.12.22) 
(目的 ) 
流通 食品 に よる 平均 的 な 食 生活 に お ける 食品 か ら の 放射 性 物質 の 摂取 量 推計 
(方法 ) 
東京 都 、 宮 城 県 及び 福島 県 で 食品 を 購入 (で きる だ け 地 元 又は 近隣 県 産品 ) 
平均 的 な 食 生 活 に お ける 放射 性 物質 の 1 日 摂取 量 及 び 1 年 摂取 量 を 計算 
(結果 ) 
自然 放射 線 の カリ ウム (K-40) は 原発 事故 前 と 同 程度 
ヨウ 素 (1-131) 及び セシウム (Cs-134・137) は 推計 値 (0.1mSv) 比 で 低い 結果 


【 平 成 23 年 7 月 推計 値 】 





時 全 年 齢 集団 の 特性 例 
試算 結果 妊婦 (妊娠 期 小児 胎児 (妊娠 期 | 乳児 (母乳 摂 
mSv ン 年 | 間 9 か 月 間 ) (1 て 6 歳 ) 問 の か 月 間 ) 取 の み ) 


0.106 0.070 0.137 0.063 0.044 
0.096 0.064 0.106 0.036 0.022 
0.111 0.072 0.118 0.039 0.024 





